
― 

琉
球
王
朝
の
林
政
と
風
水
が
息
づ
く
多
良
間
島
の
く
ら
し

は
じ
め
に

沖
縄
で
は
、
琉
球
王
朝
時
代
に
、
た
び
た
び
襲

来
す
る
台
風
な
ど
の
厳
し
い
自
然
環
境
に
適
応
す

る
た
め
、
シ
マ
社
会
の
人
々
は
独
自
の
風
水
思
想

に
基
づ
い
た
集
落
景
観
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
集
落
景
観
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
が
、「
抱ほ

う

護ご

」
と
呼
ば
れ
る
複
層
的
な
防
風
林
帯
で
す
。
具

体
的
に
は
、
家
屋
の
四
方
を
囲
む
「
屋
敷
抱
護
」、

集
落
全
体
を
囲
む
「
村
抱
護
」、
海
岸
沿
い
に
配
置

さ
れ
た
「
浜
抱
護
」、
さ
ら
に
は
複
数
の
集
落
を
包

含
す
る「
間
切（
現
在
の
市
町
村
）抱
護
」が
琉
球
列

島
各
地
に
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
屋
敷
林
と
し
て

の
フ
ク
ギ
林
は
、
沖
縄
本
島
北
部
の
備び

瀬せ

・
今な

帰き

仁じ
ん

村
今い
ま
ど
ま
り泊

や
、
離
島
の
波は

照て
る

間ま

島
な
ど
一
部
の
地

域
に
お
い
て
、
今
な
お
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
被

害
や
、
戦
後
の
開
発
事
業
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の

風
水
（
防
風
）
林
の
多
く
は
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
現
在
も
ま
と
ま
っ
た

形
で
残
っ
て
い
る
の
が
、
多た

良ら

間ま

島
の「
村
抱
護
」

（
現
地
の
方
言
で
は「
ポ
ー
グ
」）で
す
。
多
良
間
島

の「
抱
護
」は
、
琉
球
王
朝
の
林
業
政
策
を
今
に
伝

え
る
貴
重
な
樹
林
帯
で
あ
り
、
同
時
代
の
林
業
政

策
を
と
り
ま
と
め
て
刊
行
さ
れ
た
書
物
『
林り

ん
政せ
い
八は
っ

書し
ょ
』と
あ
わ
せ
て
林
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

抱
護
と
と
も
に
生
き
る
島琉

球
大
学
農
学
部

陳ち
ぇ
ん
び
し
ゃ

碧
霞

琉
球
風
水

風
水
は
、
古
代
中
国
で
生
ま
れ
た
自
然
と
人
の

暮
ら
し
を
調
和
さ
せ
る
知
恵
で
す
。
そ
の
基
本
は

「
蔵ぞ

う
風ふ
う

得と
く

水す
い（

風
を
防
ぎ
、
水
を
得
る
こ
と
）」に
あ

り
ま
す
。
自
然
は「
気
」と
い
う
目
に
見
え
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
流
れ
る
生
命
体
と
考
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
晋
代
（
西
暦
2
6
5
‒
4
2
0
年
）
の
学

者
・
郭
璞
は
、『
葬
書
』
で
「
気
は
風
に
乗
れ
ば
散

り
、
水
に
境さ

か
いさ
れ
れ
ば
止
ま
る
。
古
人
は
こ
れ
を

多良間島の「村抱護」（写真提供：多良間村）
写真の中央手前から右奥にかけてカーブ状に伸びる植林帯が「村抱護」

日本森林学会による日本の林業遺産を知ろう！

多良間島（写真提供：多良間村）　平坦な島の北側に集落が広がる
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集
め
て
散
ら
さ
ず
、
流
し
て
は
止
め
る
よ
う
に
し

た
。
ゆ
え
に
こ
れ
を
風
水
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
」と
説

明
し
て
お
り
、
こ
の
記
述
は
風
水
の
古
典
的
な
定

義
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

風
水
は
14
世
紀
末
頃
、
福
建
省
か
ら
渡
来

し
た
移
民
（
久
米
三
十
六
姓
）
と
と
も
に
沖
縄
へ

伝
わ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
18
世
紀
に
は
蔡
温

（
1
6
8
2
‒
1
7
6
1
）
が
国
都
や
集
落
、
墓
地

の
造
成
、
山
林
管
理
な
ど
に
広
く
応
用
し
ま
し

た
。
琉
球
風
水
の
重
要
な
考
え
方
に「
抱
護
」が
あ

り
、
集
落
や
屋
敷
を
囲
ん
で
守
る
地
形
や
植
林
を

指
し
ま
す
。「
浜
抱
護
」「
村
抱
護
」「
屋
敷
抱
護
」

な
ど
の
形
態
が
あ
り
、
複
層
的
な
防
風
林
は
沖
縄

の
厳
し
い
自
然
環
境
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
知
恵
で

す
。

『
林
政
八
書
』と「
抱
護
」

こ
の
よ
う
な「
抱
護
」の
思
想
は
、『
林
政
八
書
』

に
体
系
的
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。『
林
政
八
書
』

は
、
首
里
王
府
の
三
司
官
で
あ
っ
た
蔡
温
が
公
布

し
た
7
つ
の
森
林
に
関
す
る
法
令
と
、
明
治
2
年

（
1
8
6
9
年
）

に
示
達
さ
れ
た
森

林
関
係
の
訓
令
を

ま
と
め
た
も
の
で

す
。
内
容
は
森
林

の
重
要
性
を
説
き
、
そ
の
育
成
や
保
護
管
理
に
つ

い
て
記
し
て
い
ま
す
。
所
収
さ
れ
て
い
る
の
は
、

『
杣
山
法
式
帳
』『
山
奉
行
規
模
帳
』『
杣
山
法
式

仕
次
』『
樹
木
播は

し
ょ
く植

方
法
』『
就
杣
山
総
計
条
々
』

『
山
奉
行
所
規
模
帳
仕
次
』『
山
奉
行
所
公
事
帳
』

『
御
差
図
控
』の
8
冊
で
す
。

こ
の
う
ち
、
蔡
温
が
編
集
し
た『
杣
山
法
式
帳
』

（
1
7
3
7
年
）
の
趣
旨
を
漢
文
で
詳
し
く
解
説
し

た『
山
林
真
秘
』は
、
筆
写
本
の
み
が
琉
球
大
学
附

属
図
書
館
の
宮み

や
良ら

殿ど
ぅ

内ん
ち

文
庫
に
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
楮
紙
筆
写
本
は
1
7
6
8
年
の
も
の

で
、
中
国
の
陰
陽
説
、
気
脈
、
山
斜
面
の
傾
斜
度

お
よ
び
周
囲
の
山
々
と
の
相
対
的
な
地
形
に
基
づ

き
、
造
林
の
適
地
を
論
じ
て
い
ま
す
。

こ
の『
山
林
真
秘
』の
中
で
は「
抱
護
」や「
抱
護
の

門
」に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
て
い
ま
す
。
周
囲
を

山
々
が
囲
ん
で
保
護
し
て
い
る
状
態
を「
抱
護
」と

い
い
、
山
々
が
重
な
り
合
い
、
外
へ
流
れ
て
い
く

出
口
を「
抱
護
の
門
」と
呼
び
ま
す
。
そ
こ
は
山
林

の
気
脈
に
関
わ
る
重
要
な
場
所
で
、
嶺
地
が
抱
護

や
対
峙
の
形
を
も
ち
、
し
か
も
そ
の
面
積
が
広
大

で
あ
れ
ば
、
最
も
優
れ
た
土
地
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

蔡温の肖像

『山林真秘・諸法式・伊勢故実』宮良殿内文庫MI049（琉球大学附属図書館所蔵）
 https://doi.org/10.24564/mi04901

石垣島南部平得村・真栄里村の手書き地図にみえるリュウキュウマツの
「村抱護」（平得の古地図（石垣市市史編集室提供））

フクギ林の「屋敷抱護」

村抱護の外から見た風景

多
良
間
島
の「
村
抱
護
」

（
ポ
ー
グ
）

米
軍
が

沖
縄
上
陸

す
る
前
の

1
9
4
2
年

～
1
9
4
3

年
に
撮
影
さ

れ
た
空
中
写

真
（
現
在
は

沖
縄
公
文
書

館
に
所
蔵
）

で
は
、
各
集

落
を
取
り
囲
む「
村
抱
護
」が
鮮
明
に
見
え
ま
す
。

石
垣
島
南
部
に
あ
る
平ひ

ら
得え

・
真ま

栄え

里ざ
と

に
も
リ
ュ
ウ

キ
ュ
ウ
マ
ツ
の「
村
抱
護
」が
存
在
し
た
こ
と
が
古

地
図
か
ら
読
み
取
れ
ま
す
。
し
か
し
、
第
二
次
世

界
大
戦
中
の
被
害
や
、
戦
後
の
開
発
事
業
に
よ
っ

て
、
ほ
と
ん
ど
の
村
抱
護
が
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。

多
良
間
島
で
は
、
南
側
の
カ
ー
ブ
状
の
植
林
帯

「
村
抱
護（
ポ
ー
グ
）」が
北
側
の
丘
へ
と
続
き
、
集

落
全
体
を
取
り
囲
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
防
風
林
は

地
域
住
民
に
よ
っ
て
守
り
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

全
長
は
約
1
・
8
km
に
お
よ
び
、
1
7
4
1
～

1
7
4
2
年
頃
に
当
時
の
宮
古
の
頭
職
・
白
川
氏

恵
通
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
こ
と
が
家
譜
資
料
に

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
時
中
に
多
く
が
失
わ
れ
ま

し
た
が
、
フ
ク
ギ
屋
敷
林
は
今
も
鮮
明
に
確
認
で

き
ま
す
。
多
良
間
島
の「
抱
護
」は
、
蔡
温
と
琉
球

王
朝
の
林
業
政
策
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
樹
林
帯

で
す
。

お
わ
り
に

人
間
と
自
然
の
共
生
に
関
す
る
知
恵
は
、
い
つ

の
時
代
に
お
い
て
も
人
類
社
会
の
持
続
可
能
性
に

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
沖
縄
の
人
々
が
、
自
ら
の
住
環

境
を
観
察
し
、
自
然
を
巧
み
に
活
用
し
、
心
を
込

め
て
育
ん
で
き
た
フ
ク
ギ
の
屋
敷
林
や「
村
抱
護
」

は
、
人
類
共
通
の
自
然
管
理
の
知
恵
と
し
て
評
価

さ
れ
、
林
業
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
こ
の
貴
重
な
遺
産
が
確
実
に
次
世
代
へ
と

受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
心
よ
り
願
い
ま
す
。

村抱護の植生
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